
白石の新鮮野菜  う～んとうまいから、食ってみてけらい～ん！
～白石市農産物直売所連絡協議会は、地産地消を推進します～

SSN48は

白石の農産物を

応援しています♪

　白石市農産物直売所連絡協議会では会員を募集しています。市内で直売活動をされている
方などで興味のある方は、気軽にお問い合わせください。� 問農林課　☎22-1253
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「
永え

い

遠え
ん

の
カ
ン
パ
ニ
ー
ジ
ャ

　

｜
鬼
小
十
郎
と
真
田
幸
村
｜
」

　

７
月
30
日
（
土
）
開
催
決
定
！

　

本
年
、
７
月
30
日
（
土
）
に
、
ホ
ワ
イ
ト

キ
ュ
ー
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
で
、
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
の
開
催
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
平
成
27
年
11
月
22
日
、
大
阪
城

天
守
閣
館
長
の
北き

た

川が
わ

央ひ
ろ
し

氏
を
講
師
に
招
き
開

催
し
た
、
歴
史
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
「
大
坂
の

陣
と
真
田
家
」
が
縁
で
す
。
講
演
の
前
に
一

緒
に
食
事
を
取
り
な
が
ら
、
毎
年
10
月
第
１

土
曜
日
に
開
催
さ
れ
て
い
る
「
鬼
小
十
郎
ま

つ
り
」
な
ど
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
し
て
、
講
演
の

中
で
北
川
館
長
は
、

平
成
27
年
「
イ
タ
リ

ア
ミ
ラ
ノ
万
博
」
で
、
道
明
寺
の
戦
い
を
題

材
に
し
た
「
真
田
幸
村
・
片
倉
小
十
郎
重
綱
・

阿お

梅う
め

」
の
３
人
を
主
役
に
し
た
ミ
ュ
ー
ジ
カ

ル
を
上
演
し
、
大
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
講
演
の
後
に
、
道
明
寺
の
戦
い
を
題

材
に
し
た
ま
つ
り
を
開
催
し
て
い
る
こ
と

や
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
真
田
丸
」
の
上

映
が
決
定
し
た
こ
と
、
真
田
信
繁
（
幸
村
）

公
の
ゆ
か
り
の
地
で
も
あ
る
白
石
市
で
、「
ミ

ラ
ノ
万
博
と
同
じ
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
が
で
き
な

い
も
の
か
」
と
、
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
市
は
、
平
成
27
年
12
月
に
「
み
ち
の
く

真
田
ゆ
か
り
の
地
観
光
振
興
協
議
会
」
を
設

立
。
平
成
28
年
に
は
、
観
光
に
生
か
す
計
画

が
あ
っ
た
の
で
、
北
川
館
長
の
提
案
を
快
く

受
け
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
ミ
ラ
ノ
万
博
」
で
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
の
脚
本
・
演
出
を
手
掛
け
ら
れ
た
北き

た

林ば
や
し

佐さ

知わ

子こ

先
生
が
、片
倉
小
十
郎
重
長
（
重
綱
）

公
と
真
田
の
姫
阿お

梅う
め

が
暮
ら
し
た
城
下
町

を
、
自
分
の
目
で
、
耳
で
、
肌
で
感
じ
た
い

と
来
白
。「
ミ
ラ
ノ
万
博
」
で
は
30
分
の
演

目
を
、
白
石
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
と

し
て
１
時
間
バ
ー
ジ
ョ
ン
に
し
、
演
出
・
脚

本
を
手
掛
け
て
い
た
だ
け
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

さ
ら
に
、
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
前
に
は
、
北

川
館
長
の
講
演
も
決
定
し
ま
し
た
。

　
「
小
才
は
、
縁
に
出
合
っ
て
縁
に
気
付
か

ず
。
中
才
は
、
縁
に
気
付
い
て
縁
を
生
か
さ

ず
。
大
才
は
、
袖
す

り
会
う
た
縁
を
も
生

か
す
（
柳
生
家
家

訓
）」。
職
員
は
、
大

才
の
如
く
、
縁
を
大
切
に
し
、
さ
ら
な
る
大

輪
を
咲
か
せ
た
の
で
す
。

　

今
後
は
、
私
た
ち
市
民
が
、
そ
の
大
輪
の

花
を
愛め

で
る
と
き
で
す
。
宝
塚
歌
劇
団
・
Ｏ

Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団
の
Ｏ
Ｇ
が
、
城
下
町
白
石

で
繰
り
広
げ
る
、
素
敵
で
素
晴
ら
し
い
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

宝
塚
歌
劇
団
×
Ｏ
Ｓ
Ｋ
日
本
歌
劇
団

関
西
発
祥
の
歌
劇
団
出
身
者
に
よ
る

夢
の
コ
レ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
！

　

白
石
オ
リ
ジ
ナ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
永
遠

の
カ
ン
パ
ニ
ー
ジ
ャ
｜
鬼
小
十
郎
と
真
田
幸

村
｜
」
の
詳
細
は
、
23
ペ
ー
ジ
を
ぜ
ひ
ご
覧

く
だ
さ
い
！

風
間
市
長
の 

風
の
さ
さ
や
き

「
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
」

●５月の人気農産物
　うるい、キュウリ、ふき、わらび、サヤエンドウ　など

羽山朝採り市　毎週土曜日9:00～12:00
●場所　犬卒都婆公会堂前
問佐

さ

藤
とう

　☎27-2115

※各直売所では、白石産の新鮮な旬の野菜や花、漬物などを販売しています（直売所により品ぞろえは異なります）。
※白石市農産物直売所連絡協議会加盟店のみ掲載しています。「SSN」は「白石・新鮮・農産物」の略称です。

小原いきいき直売所　11月末まで毎日10:00 ～ 15:00
営業！（悪天候により休業あり）
　新鮮野菜や山野草、手芸品なども取り揃えています。
●場所　小原材木岩公園内
問小原いきいき直売所　☎29－2760

青っ葉市直売所
　月１回の「サービスデー」（定期市）を月初めの販売
日に開催します。お買い上げ金額にかかわらず、お好
きな新鮮野菜１点をサービスします。
①ポーチパーク内
　毎週水・土曜日9:00 ～ 12:00
②本郷店（旧国道113号角田街道踏切そば）
　毎週水曜日9:00 ～ 12:00
③いきいきプラザ　毎週土曜日9:00 ～ 12:00
※スーパービック白石店でも新鮮野菜を販売しています。
問佐

さ

藤
とう

　☎25-8860

軽トラ市　毎週金曜日9:00 ～ 12:00
●場所　すまｉるひろば
問四

し

竈
かま

　☎29-2451、山
やま

田
だ

　☎26-1345

馬牛沼産直センター　野菜苗・種を販売中！
　毎週火・木・土・日曜日9:00 ～ 17:00
●場所　国道４号沿い馬牛沼付近
問馬牛沼産直センター　☎25-0520

小十郎の郷　～農産物生産者募集中～
　年末年始を除いて毎日9:00 ～ 18:00営業！
　５月７日（土）・８日（日）、毎年好評のグリーンフェア
を開催!!　家庭菜園用に野菜や花の苗はいかがですか？
　小十郎の郷では、新鮮野菜はもちろん、白石温麺、
味噌、醤油、卵、シュークリーム、カスタードフォン
デュ、ゆべし、まんじゅう、ヨーグルト、アイスなど
多数取りそろえています！
●場所　JAみやぎ仙南白石地区営農センター構内
　（福岡長袋字八斗蒔）
問小十郎の郷　☎22-0881
　http://www.kojuro-sato.com

　笹巻きは白石に伝わる伝統食で、三角
に折った青笹にもち米を包み、茹

ゆ

でた後、
食べる分の葉を外して、砂糖と塩少々を
混ぜたきな粉をつけて食べます。バーバ
工愛市では、この白石伝統の「笹巻き」（き
な粉付き）を５個入450円で販売してい
ますので、この機会にぜひ、ご賞味くだ
さい。

伝統食「笹巻き」はいかがですか？

バーバ工
ク

愛
ラブ

市
いち

月のオススメは、旬の野菜のほか、
節句もち、生花、野菜・花の苗、お

こわ弁当、漬物、笹巻きなどです。
①旧JAみやぎ仙南白石地区事業本部ななめ

向かい（バーバ工愛市のオレンジ色のぼ
り旗が目印です！）
　毎週水曜日9:00～12:00
②JAみやぎ仙南福岡支店構内店
　（旧あぐりハウス白石）
　毎週土曜日9:00～12:00

今
問JAみやぎ仙南女性部白石地区バーバ工愛市　☎25-3531

歌　

壇

岩　

崎　

聰
之
介　

選

わ
が
町
の
産う

ぶ

土す
な

神が
み

の
御み

社や
し
ろの

石
段
い
ま
は
登
り
切
ら

れ
ぬ 

門
脇　

貞
造

酒
を
呑
む
友
と
会
う
日
を
楽
し
み
に
ガ
キ
と
な
れ
る

か
指
折
り
数か

ぞ

う 

高
橋　

政
男

啄
木
が
背
負
う
と
詠
み
し
そ
の
母
の
体
重
い
か
ば
か

り
わ
れ
三
十
キ
ロ 
山
田　
　

濱

遠
き
日
や
雛
人
形
の
堤
焼
き
広
き
座
敷
に
飾
ら
れ
あ

り
し 
髙
子
う

ん

オ
ム
レ
ツ
を
ひ
ょ
い
と
浮
か
せ
て
皿
に
盛
る
夫
の
朝

は
こ
れ
よ
り
始
ま
る 

寺
崎　

悦
子

感
涙
し
陛
下
迎
え
た
る
北き

た

原は
ら

尾お

泉せ
ん

下か

に
咽む

せ

ば
ん
拓
き

し
人
ら
も 

佐
藤　

育
男

気
に
な
る
ね
日
日
の
時
間
の
使
い
方
こ
れ
で
い
い
の

か
こ
の
ま
ま
で
い
い
の
か 

日
下
由
美
子

菓
子
な
ど
を
持
ち
て
あ
つ
ま
る
女
子
会
の
料
理
談
議

に
時
を
忘
る
る 

佐
藤　

啓
子

鉢は
ち

森も
り

山や
ま

を
は
づ
も
り
や
ま
と
義
母
の
言
う
白
石
な
ま

り
も
耳
に
馴
染
み
つ 

星　
　
　

明

晴
れ
や
か
に
迎
う
る
孫
の
成
人
式
幸
多
か
れ
と
神
に

祈
り
ぬ 

小
室　

蓉
子

　
　
一
首
目
、
老
い
て
は
狭
め
ら
れ
て
ゆ
く
思
い
を

詠
う
。
無
念
と
諦
念
と
。
産
土
神
は
、
ふ
る
さ
と
の

土
地
を
守
る
神
さ
ま
だ
。

　
二
首
目
、
第
四
句
、
ガ
キ
に
な
っ
ち
ま
っ
て
い
る

の
か
、
程
の
意
。
明
る
く
、
そ
の
ま
ま
。

　
三
首
目
、
ご
自
身
の
老
い
を
重
ね
て
の
発
想
で
あ

る
。
仮
構
と
さ
れ
る
「
た
は
む
れ
に
」
が
背
景
。

俳　

壇

山　

家　

弘　

子　

選

蔵
王
の
畔
焼
く
煙
暮
れ
ん
と
す 

沼
田　

営
火

春
疾は

や

風て

ほ
こ
り
の
中
に
鍬
ふ
る
う 

別
当
内
信
夫

雛
の
日
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
姫
ち
ら
し

 

髙
子
う

ん

雉き

子じ

鳴
い
て
名
残
り
雪
降
る
閉
校
所 

服
部　

忠
孝

干
す
物
の
児
の
物
づ
く
し
春
の
風 

岩
澤　

伍
峯

評

無
人
駅
の
ホ
ー
ム
に
遊
ぶ
雀
の
子 

制
野　

リ
エ

徒
ら
に
齢
か
さ
ね
て
寒
昴す

ば
る 

照
井　

雄
二

山
笑
ふ
轆ろ

く

轤ろ

音ね

響
く
こ
け
し
村 

星　
　
　

明

思
ひ
出
の
着
物
で
孫
に
吊
し
雛 

佐
藤　

孝
子

雀
ら
の
囀
り
高
き
真
昼
か
な 

佐
藤　

啓
子

　
　
一
句
目
、
蔵
王
の
麓
の
開
拓
地
で
は
春
に
な
る

と
野
や
畦
を
焼
く
。
こ
れ
は
害
虫
駆
除
や
灰
が
肥
料

に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
広
大
な
野
や
畦
を
焼
く
煙
は

蔵
王
山
を
覆
う
ほ
ど
で
あ
る
。
夕
暮
近
く
な
っ
て
も

煙
が
く
す
ぶ
っ
て
い
る
。早
春
の
風
物
詩
が
描
け
た
。

　
二
句
目
、
季
節
風
の
変
わ
り
目
で
乾
燥
し
た
地
に

南
よ
り
の
風
が
吹
き
続
け
砂
埃
が
吹
き
荒
れ
、
目
や

口
に
入
る
時
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
の
畑
仕
事
。
鍬

を
打
つ
た
び
に
土
煙
が
あ
が
っ
て
も
休
ま
ず
に
黙
々

と
仕
事
を
続
け
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
三
句
目
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に
行
く
の
が
何
よ
り
の

楽
し
み
で
あ
る
。
風
呂
に
入
っ
た
り
雑
談
し
た
り
。

今
日
の
昼
食
は
雛
祭
な
の
で
姫
ち
ら
し
寿
司
が
で

た
。
そ
の
心
尽
く
し
が
嬉
し
く
二
倍
三
倍
も
美
味
し

か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

柳　

壇

四　

竈　

英　

夫　

選

地
球
儀
の
常
に
何
処
か
で
大
災
害 

阿
部
は
ぎ
の

躓つ
ま
づい

た
石
は
大
事
に
育
て
よ
う 

草
野　
　

清

三
度
目
の
愚
痴
に
本
音
が
見
え
隠
れ 

安
藤　
　

聡

小
鮒
追
い
流
れ
に
揺
れ
て
金
魚
草 

門
脇　

貞
造

ふ
き
の
と
う
可
愛
い
顔
に
苦
味
あ
り 
菅
野
ち
さ
よ

寂
し
さ
に
し
ま
い
遅
れ
た
ひ
な
飾
り 
村
上　

照
夫

順
調
な
加
齢
に
戸
惑
う
昨
日
今
日 
佐
藤　

啓
子

川
べ
り
の
ふ
っ
く
ら
綿
の
猫
柳 

遠
藤　
　

舞

夜
な
べ
す
る
妻
の
瞼ま

ぶ
た

の
仲
の
よ
さ 

大
野　

文
雄

春
暖
が
痛
み
痒か

ゆ

み
も
忘
れ
さ
せ 

高
子
う

ん

　
　
一
句
目
、地
球
は
災
害
の
星
で
も
あ
る
。
地
震
・

大
雨
・
干
ば
つ
な
ど
温
暖
化
の
影
響
も
大
き
い
。
加

え
て
テ
ロ
や
内
紛
等
々
青
い
地
球
は
泣
い
て
い
る
。

　
二
句
目
、
夢
ば
か
り
追
っ
て
い
る
と
、
足
元
の
石

に
躓
く
こ
と
が
あ
る
。
理
想
を
追
う
者
は
足
元
を
見

よ
と
言
う
こ
と
か
。気
づ
か
せ
て
く
れ
た
石
に
感
謝
。

　
三
句
目
、
思
い
通
り
に
な
ら
な
い
か
ら
と
言
っ
て

愚
痴
を
こ
ぼ
し
て
も
解
決
に
は
な
ら
な
い
。
愚
痴
は

言
う
ま
い
こ
ぼ
す
ま
い
。
そ
れ
が
男
の
生
き
る
道
。

評評
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応募
方法

１人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内（未発表のものに限る）。はがきに作品・住所・氏名・応募する壇名をはっ
きり書き、〒989-0292　白石市大手町１-１白石市総務課へ。はがき一枚に短歌、俳句、川柳の併記は不可。
毎月15日締め切り。Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）フレッシュマーケット


